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オスマン帝国、正教徒、第一次世界大戦 

 

2011/5/15 日本西洋史学会第 61 回大会（日本大学） 

小シンポジウム II「第一次世界大戦と帝国の遺産」 

藤波伸嘉（東京大学） 

 

 

近代オスマン史と第一次世界大戦 

 

国際秩序変動の画期としての大戦 

「長い 19 世紀」から「短い 20 世紀」、「ヨーロッパの協調」から「民族自決」へ 

先行研究 

大戦史、大戦起源論：オスマン帝国は客体。「東方問題」の中の「瀕死の病人」 

オスマン史：参戦過程や社会経済的変容。「トルコ」一国史的な政府中心の視座 

 

主要交戦国中のオスマンの特殊性 

1911–23 年の戦争の連鎖：大戦前より戦争中であり、大戦後の別の戦争で滅亡 

広域的秩序解体の徹底性：ロシア、中国、欧州（西欧、中欧）などの例との異同？ 

 

分析視座：近代オスマン国制の再検討 

近代オスマン国制を正教徒の視座から再検討 

→「トルコ史」的観点の相対化。宗教横断的な広域的秩序とその解体過程に着目 

バルカン戦争及びギリシア・トルコ戦争による質的断絶の側面 

→近代オスマン史上の大戦の相対性。国際秩序変動過程の再検討、大戦の相対化？ 

 

 

近代オスマンの統治構造 

 

前近代国制 

イスラームに則り宗派区分に基づく属人的支配、オスマン王家を戴く家産官僚制 

17 世紀末–19 世紀初：正教会の事実上の集権化、統治機構の一環たる聖職位階制 

世界総主教座をめぐる非対称な国制認識：広域的な属人支配の「（創られた）伝統」 

→スルタン専制下の「隷属民 reaya」か、「特権」を持つ「ローマ人 Ρωμαίοι」か 
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ギリシア王国の成立（1821 年ギリシア独立戦争勃発、1832 年王国独立の国際的承認） 

世界総主教座は旧来の世界教会的普遍主義 οικοσμενιζμός を保持 

「二つの中心」：ローマ以来の普遍主義か、古典古代に範を取る民族主義か 

ギリシア王国の領土回復民族主義「メガリ・イデア Μεγάλη Ιδέα」に対峙 

ギリシア正教会の分離独立（世界総主教座は1850年になって初めて承認） 

ローマ理念、ビザンツ史の再解釈：「宗教（＝正教）」を基軸とする「ギリシア史」 

 

オスマンの国制改革 

国制近代化：タンズィマート Tanzimat 改革（1839 年ギュルハネ勅令と 1856 年改革勅令） 

領域的主権国家・法治国家化とムスリム・非ムスリムの平等。家産制原理の後退 

 

1862 年総主教座法 Rum Patrikliği Nizamatı/Εθνικοί Κανονιζμοί 

単一不可分の国民統合と並行して、宗派共同体の存在の国法上の再確認、再定義 

広域的な属人支配という「（創られた）伝統」の強化⇒「ミッレト制神話」の創造 

共同体改革：銀行家・新ファナリオット Νεοθαναριώηες・高位聖職者の寡占支配 

 

「ガラタの銀行家 Galata bankers」の時代 

19 世紀前半、広域経済秩序の再編 

黒海交易：新港オデッサ建設とフランス海運撤退、ロシア穀物輸出発展 

国際海運網：オデッサからリヴォルノ、マルセイユ、ロンドンへ 

1840–60 年代：資金貸付を通じたオスマン政官界への影響力増大 

→正教徒商業網の結節点としての「ガラタの銀行家」 

19 世紀後半、国際経済秩序の転換 

1850–80 年代：西欧金融資本との競合、オスマン政官界への貸付制限 

1870–1900 年代：工業化の時代。オスマン領内での資本投下、産業発展 

→オスマンの工業化の基軸としての「ガラタの銀行家」 

 

近代オスマン秩序の完成 

アブデュルハミト二世(1876–1909)とヨアキム三世(1878–84, 1901–12)の時代 

スルタン＝カリフ及び世界総主教のボナパルティズム的支配 

→地方名望家、官僚機構、軍、銀行家、神秘主義教団、同職組合などの支持調達 

特にザリフィス Ζαρίθης 父子に代表される正教徒大銀行家を介して両者は直結 

→前近代国制の遺制たる非対称な国制認識が、近代化された装いの下に再編制 

ギリシア正教徒の本拠地オスマン：一大市場にして、正教会の抱く広域的秩序像の中心 
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近代オスマン秩序の解体：第一次世界大戦とその前後 

 

世界総主教座の民族化・ギリシア化？ 

ブルガリア問題：匪賊と聖職者の協同、正教会の民族主義化・暴力化？ 

ギリシア王国との関係：「民族の中心」に対する独立性の漸次的低下？ 

 

1908 年、青年トルコ革命 

国政の立憲化に伴う民族間対立顕在化、共同体内部での銀行家支配の動揺 

「国民」の単一不可分性強調。宗派別の属人支配や「国家の中の国家」への反発 

トルコ人の共和主義的な国民国家志向、ギリシア人の共同体主義的な帝国志向？ 

 

1911–18 年、戦争の連鎖 

1911 年、前史としての伊土戦争 

1912–13 年、バルカン戦争：「ローマの地 Rumeli」から「東方 Anadolu」へ 

宗派主義的論理に基づくバルカン諸国の侵略、西欧列強の追認：「20 世紀の十字軍」 

オスマン世論の宗派主義化、「イスラーム世界」への関心と被害者意識の増大 

正教徒商業網の分断：世界総主教座の管轄領域の縮小、マケドニア市場の喪失 

 1914–18 年、第一次世界大戦 

同盟には積極的、参戦には消極的：短期決戦の予想、戦後国際関係上の孤立回避 

宗派主義的友敵関係の尖鋭化：総力戦下の国民動員、「人口工学」的発想の浸透 

正教徒商業網の更なる分断 

「国民経済 Milli İktisat」：経済機構の「オスマン化≒ムスリム・トルコ化」 

英仏露埃との開戦：環地中海海運網の分断、西欧金融市場との途絶 

 

1919–23 年、ギリシア・トルコ戦争からローザンヌ条約へ 

帝国的秩序の帰趨をめぐる戦い：オスマン、正教、ギリシア、トルコ、英仏露 

トルコ：「解放戦争／独立戦争／民族闘争」建国神話。宗派主義的友敵関係固定 

ギリシア：「破局 Καηαζηροθή」の記憶、「メガリ・イデア」の終焉 

ローザンヌ条約と「民族自決」：「マイノリティ」の誕生、「ディアスポラ」の誕生 

帝国的秩序の終焉：「トルコ」「ギリシア」の相互関係史という時空間認識へ 

 

 

おわりに 

一オスマンの滅亡のみならず、ローマ以来の広域的秩序の消滅過程として 

宗教横断的統合、広域的秩序の選択肢をめぐる想像力自体の消滅 

時空間認識における各国史的分断確立：帝国的秩序の過去の積極的忘却 
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略年表 

 

1821 年 ギリシア独立戦争（→1832 年 ギリシア王国成立） 

1839 年 ギュルハネ勅令 Tanzimat Fermanı/Gülhane Hatt-ı Şerifi 発布 

1856 年 改革勅令 Islahat Fermanı 発布 

1862 年 総主教座法 Rum Patrikliği Nizamatı/Εθνικοί Κανονισμοί 制定 

1856 年 オスマン銀行設立（→1863 年、オスマン帝国銀行 Bank-ı Osmani-i Şahane に改組） 

1870 年 ブルガリア総主教代理座 Bulgar Eksarhhanesi 設置 

1876 年 オスマン帝国憲法 Kanun-ı Esasi 発布 

1881 年 債務管理局 Dette publique ottomane/Düyun-ı Umumiye 設立 

1908 年 青年トルコ革命（第二次立憲政 İkinci Meşrutiyet、–18 年） 

1911 年 伊土戦争（–12 年） 

1912 年 バルカン戦争（第一次・第二次、–13 年） 

1914 年 第一次世界大戦（–18 年） 

1919 年 ギリシア・トルコ戦争（–22 年） 

1920 年 トルコ大国民議会招集、セーヴル条約 

1922 年 オスマン帝国滅亡 

 1923 年 ローザンヌ条約、トルコ共和国成立 

 

 

正教徒海運網の発展 
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アブデュルハミト二世時代のオスマン帝国 

[Georgeon 2003: 482–483] 

 

 

 

 


